
令和７年度第５回柴田町男女共同参画推進審議会 議事概要 
 

【日 時】 
  令和８年３月２５日（水） 午後２時００分～午後２時３０分 
 
【場 所】 
  柴田町役場３階 入札室 
 
【出席者】 
  柴田町男女共同参画推進審議会委員 ６名 ※３名欠席 
  事務局（柴田町まちづくり政策課） ３名 
 
【資 料】 

①令和７年度第５回柴田町男女共同参画推進審議会次第 
  ②令和７年度第５回柴田町男女共同参画推進審議会協議の進め方について 

③第６次しばた男女共同参画プラン（案） 
④第６次しばた男女共同参画プラン概要版（案） 
⑤第６次しばた男女共同参画プラン（案）について（答申） 

 
【内 容】 
  進行：事務局 
  ※審議会は公開とされているため、録音機器等で協議を録音したものをもとに議事概要を

作成し、町ホームページで公開する旨を説明。 
 
【議 事】 
１．開会 
 
２．議題 

 

〈会長〉 

では、座ったまま失礼いたします。引き続き審議を進行して参ります、作山でご
ざいます。どうぞよろしくお願いいたします。 

では審議事項 1、第６次しばた男女共同参画プラン（案）のパブリックコメント
結果及び最終確認について、事務局から説明をお願いいたします。 

 

 

 



審議事項１ 第６次しばた男女共同参画プラン（案）の 

パブリックコメント結果及び最終確認について 

 

～事務局説明～ 

 

〈会長〉 

ありがとうございます。 

それでは、ただいま事務局から説明がありましたけれども、委員の皆様の方から
ご質問、ご意見等ちょうだいしたいと思います。 

初めの委員の方からよろしくお願いいたします。 

 

〈委員〉 

特にありませんでした。 

 

〈会長〉 

はい。それでは委員、いかがでしょうか。 

 

〈委員〉 

このアンケート実施概要の中に年代別のグラフがあるんですけれども、この回収
率の見方を教えていただきたいです。 

 

〈事務局〉 

全体の回答数に対する年代ごとの回答数の割合です。例えば 10 歳代であれば、3
つの回答が全体に対して 0.7％に当たるという意味です。 

 

〈委員〉 

はい、承知いたしました。ありがとうございます。 

 

〈会長〉 

そのほかよろしいですか。では委員いかがでしょうか。 

 

〈委員〉 

はい。私の方も特に意見は無いんですけれども、パブリックコメントが無かった
のが残念だったかなと思います。以上です。 



 

〈会長〉 

ありがとうございます。では委員いかがでしょうか。 

 

〈委員〉 

僕も特に意見はございませんでした。 

 

〈会長〉 

よろしいですか。次の委員いかがでしょうか。 

 

〈委員〉 

これで結構です。 

 

〈会長〉 

他にご意見等ございませんか、よろしいですか。 

では続いて、審議事項２、第６次しばた男女共同参画プラン（案）の答申（案）
について、事務局から説明をお願いいたします。 

 

審議事項２ 第６次しばた男女共同参画プラン（案）の答申（案）について 

 

～事務局説明～ 

 

〈会長〉 

はい、ご説明ありがとうございました。素晴らしい文言ができ上がっております。 

この本文に関して、また同じように、委員の皆様方からご意見を賜りたいと思い
ます。いかがでしょうか 

 

〈委員〉 

良いと思います。 

 

〈会長〉 

よろしいですか。引っかかるところがもしありましたら、また教えてください。 

次の委員、いかがでしょうか。 

 



〈委員〉 

はい。わかりやすい言葉を使っていて、とてもよろしいかと思います。 

 

〈会長〉 

ありがとうございます。委員いかがでしょうか。 

 

〈委員〉 

はい。私の方もこちらでよろしいかと思います。 

 

〈会長〉 

ありがとうございます。いかがでしょうか。 

 

〈委員〉 

私もこの内容でいいと思います。 

 

〈会長〉 

委員はいかがでしょう。 

 

〈委員〉 

いいと思います。 

 

〈会長〉 

よろしいですか。委員の皆様方もよろしいですね。 

では、この審議会の間からはこれでよろしいという結論に至りました。事務局の
方お願いします。 

 

〈事務局〉 

はい、はいありがとうございました。 

ただいま答申案についてご承認をいただきましたので、別に用意しております答
申書の方に会長から署名を頂戴します。 

では町長をお呼びしますので、もう少しお待ちください。 

なお、この場をお借りして、本日以降のスケジュールについて簡単に説明いたし
ます。本日で今年度の審議会以上となりますが、皆様にご審議いただきました第 6
次しばた男女共同参画プランにつきましては、本日の審議会での答申内容や、文言



に応じた最終チェックをしました上で、策定完了という形になります。審議会の皆
様に配布の他、町議会議員等へ配布し、町ホームページ等で全文を掲載しまして町
民への周知といたします。 

以上がこれからのスケジュールになります。 

 

３．答申 

 

〈会長〉 

柴田町長 滝口様。 

第６次しばた男女共同参画プラン（案）について（答申） 

令和７年１２月２３日付け柴ま政第８４５号で諮問された「第６次しばた男女共
同参画プラン（素案）」について、当審議会で慎重に審議した結果、「第６次しば
た男女共同参画プラン（案）」として取りまとめましたので、答申します。 

人口減少が続き、社会において様々な問題が生じている中で、男女が共に自立し、
あらゆる分野に参画できるまちづくりを進めていくためには、町と住民及び事業者
が互いに協力しながら、当計画における各施策を的確に推進することが重要であり
ます。 

また、柴田町男女共同参画推進条例に基づき、心豊かで活力ある男女共同参画社
会を実現するため、町、住民、事業者及び教育関係者の責任及び課題を明らかにし、
条例における７つの基本理念に沿って、男女共同参画に関する施策を総合的かつ計
画的に実行されますことを求めます。 

なお、職場や家庭生活、地域等、様々な場面において、性別や年齢、障がいの有
無にかかわらず、全ての人が自分らしく輝ける町を実現されますよう要望いたしま
す。 

柴田町男女共同参画審議会会長 作山 美智子。 

 

〈滝口町長〉 

はい、ご苦労さまでした。 

ありがとうございました。 

 

〈事務局〉 

はい。ここで町長より皆様にごあいさつ申し上げます。 

滝口町長お願いします。 

 



４．町長あいさつ 

 

〈滝口町長〉 

本審議会委員の皆様におかれましては、日頃より本町の男女共同参画行政の推進
につきまして、多大なるご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

また、今年度は数回にわたる会議を通じまして、第 6 次しばた男女共同参画プラ
ンの策定に向け、大変熱心かつ慎重なご審議を重ねていただきました。 

 ただいま作山会長から第 6 次しばた男女共同参画プランの答申をいただきました。 

皆様それぞれの立場や専門的な見地から多岐にわたる貴重なご意見をいただきまし
たこと、改めて深く感謝申し上げます。現在少子高齢化や人口減少が進む中で、私
たちの社会を取り巻く環境が大きく変化してきております。家庭、家族のあり方や
働き方、そして住民の皆さんが抱える悩みやニーズもこれまで以上に複雑かつ多様
化しております。 

一番問題なのはこの仙南地域で、この 4 年間に人口が 1 万人減っているというこ
とでございます。1 万人というと、仙南２市 7 町の 1 つなくなってしまったという
くらいの人口減少でございます。 

もう 1 つはですね、いろんな場面で担い手がいなくなっているということでござ
います。特に産業界はもとより、消防団介護士の関係の方々、それから地区の役員
さん、民生委員・児童委員さん。そうした、社会を支えるエッセンシャルワーカー
が不足してきているということでございます。公務員のなり手もですね、不足が生
じました。特に技術職の不足は深刻でございます。これからですね、職員がこの行
政サービスを担っていかなければならない時代が来ると思うんですが、その担うべ
き職員がいないと。これも深刻な問題になってきているというふうに思っておりま
す。 

こうした状況を打破しまして、多様な人材を確保していくためには、これまでの
慣習にとらわれず、働き方改革を進めていかなければならないと考えております。 

柴田町としてもですね、今若い方々が残業というとですね、ブラック企業に思わ
れるもんですから、試みとして今年の 6 月から窓口の受け付け時間を 8 時 45 分か
ら 4 時までというふうにして、もちろん、働くの 8 時半から 5 時 15 分までなんで
すが、実験してですね、なるべく若い人たちにも希望のある職場にしていく、改革
を進めるということでございます。 

柴田町はですね、男女に関わりなく、誰もが互いの人権を尊重し、仕事と、生活
を調和させながら、その個性と能力を十分に発揮できる環境の整備にこれからは不
可欠だとないというふうに思っております。 



ですから柴田町としてもですね、町民が自由に集まれる場所、サードプレイスと
いうんですが、そのサードプレイスの一環として、城址公園の下に図書館を核とし
たにぎわい交流拠点を作って、本を読んでもいいし、おしゃべりもしてもいいし、
交流して何か活動してもいい。そういうみんながそれぞれ思い思いの時間を過ごせ
るような拠点づくりを今始めて、こないだの日曜日着工をしたところでございます。 

そうした動きのある中で、今回の第 6 次プランは、こうした時代の変化や多様な
ニーズに的確にこたえ、誰もが自分らしく生き生きと暮らせる柴田町を築いていく
ため、重要な指針となるものでございます。町といたしましては、本日いただきま
した答申を厳粛にいくため、その内容を最大限に尊重し、プランの着実な実行に全
力を挙げて取り組んで参りますので、委員の皆様には、これからもご支援、ご協力
よろしくお願いしたいということで、御礼の言葉とさせていただきたいと思います。 

長い間どうもありがとうございました。 

 

５．その他 

 

〈事務局〉 

次第の５になります。その他、皆様から何かございますでしょうか。 

なければ最後に、作山会長からごあいさつをいただきたいと思います。会長、お
願いします。 

 

〈会長〉 

はい。私も長い間、柴田町の男女共同参画に携わらせていただきました。 

この度は皆様が本当に多様なバックグラウンドを持った中で、いろんな発言がた
くさんありました。ときにはちょっと砕けたり、脱線したりすることもありました
けれども、それもまた楽しいというか、経験豊富ないろんな方たちがいろんな話題
を提供してくださって、大変盛り上がった審議会だったのではないかなと思います。 

私自身も 10 年以上こちらにお邪魔させていただきました。船岡に来るのは大変
楽しゅうございました。今日も、高速を降りたら、スイレンが道端にたくさん咲い
ていたんですね。本当に柴田町はもう春が来てるんだなっていうのを感じながら参
りました。いろんな専門の立場からの、ご質問とか、それからご発言、ベースはと
ても柴田愛に満ちた方たちが熱心に議論することができたかなというふうに思いま
す。 

ここまで素案づくりにご協力いただきましたこと、本当にありがとうございます。
以上でございます。 



 

６．閉会 
 

〈事務局〉 

以上で柴田町男女共同参画推進審議会を終了いたします。皆様２年間大変ありが
とうございました。 


